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ﾛﾏに
蒲

我
孫
子
市
・
柏
市
・
沼
南
町
で
は
、

昨
年
４
月
詔
日
に
研
究
会
を
設
置
し
、

、
月
末
に
、
合
併
し
た
場
合
の
将
来

像
な
ど
を
示
し
た
報
告
醤
を
ま
と
め

ま
し
た
。

国
は
、
市
町
村
合
併
特
例
法
の
期

限
で
あ
る
平
成
面
年
３
月
誕
日
ま
で

に
合
併
し
た
場
合
、
優
遇
措
置
を
講

じ
る
と
し
て
い
ま
す
。

通
常
、
合
併
す
る
に
は
、
法
定
合

併
協
議
会
を
設
置
し
て
か
ら
準
備
に

お
お
む
ね
塑
力
月
必
要
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
合
併
特
例
法
の
期
限
か
ら

逆
算
す
る
と
、
３
月
に
は
法
定
合
併

協
議
会
を
設
置
す
る
か
ど
う
か
を
判

断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
昨
年
ｕ
・
哩
月
、
市
内

６
地
区
で
市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
を

開
催
し
「
我
孫
子
市
・
柏
市
・
沼
南

町
の
合
併
」
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
直
接
お
聞
き
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
８
４
人
で
、
約
釦
人
の

方
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
政
へ
の
手
紙
や
モ
ニ

タ
ー
通
信
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
弱
人

の
方
か
ら
も
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。そ

の
内
容
は
、
２
市
１
町
で
合
併

す
る
こ
と
に
種
極
的
な
意
見
が
約
、

人
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
我
孫
子
市
で

独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
方
が

よ
い
と
い
う
意
見
が
約
即
人
、
そ
の

他
は
合
併
の
賛
否
以
外
の
も
の
で
し

た
。
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
我
孫
子
は
独
自
で
」
が
多
数

市
町
村
合
併
は
、
我
孫
子
市
の
将
来
を
左
右
す
る
重
要
な
検
討
課

題
で
す
。
合
併
の
是
非
は
、
最
終
的
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
判
断
が

最
も
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
広
報
あ
び
こ
ア

月
幅
日
号
、
洞
月
１
日
号
、
瀝
月
１
日
号
で
３
回
に
わ
た
っ
て
特
集

を
組
み
篭
合
併
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま

し
た
。
今
号
は
、
市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
や
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど

で
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
雪
洲
詞
る
一
」
と
に
謹
極
的
な
ヨ
雪
剰
）

◆
我
孫
子
市
の
人
口
は
適
正
規
模
で

あ
り
、
市
民
の
考
え
や
意
思
が
行
政

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

◆
福
祉
、
保
育
な
ど
、
我
孫
子
市
は

充
実
し
た
独
自
の
施
策
を
行
っ
て
お

り
、
合
併
す
る
と
継
続
が
懸
念
き
れ

る◆
我
孫
子
市
の
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
失
わ
れ
る

◆
国
が
合
併
を
進
め
る
の
は
、
国
の

累
積
恢
務
の
減
少
が
ね
ら
い
で
、
住

民
の
生
活
利
便
性
を
優
先
し
て
い
な

い

雷
◆
手
賀
沼
浄
化
へ
の
取
り
組
み
が
し

や
す
く
な
る

◆
最
終
目
標
は
東
葛
地
区
で
の
政
令

指
定
都
市
と
思
う
が
、
段
階
的
な
合

併
が
あ
っ
て
よ
い

◆
合
併
の
優
遇
措
置
を
活
用
し
て
都

市
整
備
を
進
め
た
方
が
よ
い

◆
合
併
し
て
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
構
築
し
た
方
が
よ
い

◆
２
市
１
町
の
行
政
と
企
業
・
住

民
が
一
つ
に
な
っ
て
取
り
組
め
ば
、

真
に
〃
人
と
鳥
が
共
存
す
る
ま
ち
〃

が
実
現
す
る

◆
財
政
基
盤
が
強
化
で
き
る

◆
医
療
の
広
域
連
携
が
期
待
で
き
る

◆
合
併
し
、
中
核
市
を
形
成
で
き
る

で
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
壱

と
い
つ
壼
莞

◆
メ
リ
ッ
ト
と
さ
れ
る
地
方
交
付
税

が
数
年
で
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ
、
逆

に
借
金
が
何
倍
に
も
な
る

◆
常
磐
新
線
へ
の
投
資
を
増
や
す
よ

り
、
成
田
線
の
利
便
性
向
上
に
力
を

入
れ
て
ほ
し
い

◆
中
心
部
だ
け
に
投
資
さ
れ
、
我
孫

子
市
は
取
り
残
さ
れ
る

◇
借
金
の
少
な
い
我
孫
子
市
の
健
全

な
財
政
が
合
併
で
悪
化
す
る

◆
柏
市
と
沼
南
町
の
負
債
が
多
く
、

決
定
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る

◆
合
併
す
れ
ば
柏
が
中
心
に
な
り
、

手
賀
沼
が
中
心
に
は
な
ら
な
い

◆
多
少
不
便
で
も
、
我
孫
子
独
自
の

自
然
の
あ
る
暮
ら
し
を
し
た
い

◆
文
人
の
ま
ち
我
孫
子
と
し
て
、
福

祉
、
教
育
、
環
境
に
力
を
入
れ
、
良

き
地
域
風
土
を
育
て
て
ほ
し
い

禿霊謹 、
４
月
か
ら
学
童
保
育
室
を
利
用
祝
休
日
、
年
末
年
始
は
休
室
）

す
る
児
童
を
、
募
集
し
ま
す
。
保
育
料
月
額
６
０
０
０
円
（
市

対
象
共
働
き
や
、
ひ
と
り
親
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に
よ
り
減

家
庭
で
家
庭
保
育
が
困
難
な
市
免
あ
り
）

内
の
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
申
し
込
み
・
圃
申
請
書
（
各
学

（
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
は
６
年
童
保
育
室
〈
左
表
参
照
〉
に
用

生
ま
で
）
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
１

開
設
日
時
＊
平
日
．
：
正
午
か
ら
月
証
日
ま
で
に
各
学
童
保
育
室
ま

午
後
７
時
＊
学
校
休
業
日
…
午
た
は
子
育
て
支
援
課
・
内
線
３
４

前
８
時
か
ら
午
後
７
時
（
日
曜
日
、
７
へ
直
接
持
参

|定数|電話番号
学
童
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

我孫子一小 407184-1710

我孫子四小 607185-4800

根戸小 407185-1295

並木小 407183-2491
「
州
洲
「

我孫子三小 40 71849831

高野山小 401,71845779

我孫子二小 40 7182-8030
よ
り
多
く
の
方
の
ご
意
見
を

市
と
し
て
判
断
す
る
た
め
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
意
見
は
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
〒
２
７
０

１
１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
市
役

所
企
画
調
整
担
当
叩
７
１
８
３
１
０

０
６
６
、
Ｅ
メ
ー
ル
的
§
ｂ
２
⑨
ｇ

庁
料
凹
ぴ
掛
丙
０
．
○
ロ
』
ず
四
・
一
℃
へ
。

な
お
現
在
、
無
作
為
抽
出
し
た
市

民
３
０
０
０
人
へ
の
合
併
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

固
企
画
調
整
担
当
・
内
線
２
２
５

◆
若
者
が
ど
の
よ
う
に
ま
ち
に
愛
着

が
持
て
る
か
が
重
要
で
あ
る

◆
ど
ち
ら
で
も
よ
い
が
、
ど
れ
だ
け

住
み
や
す
く
な
る
か
で
あ
る

◆
県
と
ほ
ぼ
同
等
の
権
限
を
持
つ
政

令
指
定
都
市
を
め
ざ
し
た
方
が
よ
い

「
そ
の
他
の
意
見
）

亟
0195

.2474

.7544

9

湖北台西小 40 7188-1672

湖北台東小 40 7188-0195

湖北小 40 7187-2474

新木小 407188-7544

布佐小 407189-3364

』布佐南小 207189-5450

ノ

I

さ
つ
ま
び

新
春
に
ふ
さ
わ
し
く
、
薩
摩
琵

わ琶
と
尺
八
、
琴
が
軽
や
か
な
音
色

で
響
き
渡
り
ま
す
。

今
回
は
、
伝
統
的
な
曲
の
ほ
か
、

市
内
在
住
の
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。

日
時
１
月
娼
日
（
土
）
午
後
１
時

釦
分
開
場
、
２
時
開
演

新
春
さ
ん
ら
い
ず
コ
ン
サ
ー
ト

薩
摩
琵
琶
の
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

出
演
坂
田
美
子
ざ
ん
（
薩
摩
琵

琶
）
、
坂
田
梁
山
さ
ん
（
尺
八
）

稲
葉
美
和
さ
ん
（
琴
）
、
飯
村
愛
さ

ん
（
ピ
ア
ノ
）

曲
目
祇
園
精
舎
、
夜
の
ゆ
く
え

Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
（
ピ
ア
ノ
・
尺

八
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

》
や
》
識
娠
和
諦
Ｏ
諏
娼
呈
催

ン
ひ
ら
が
、
荒
井
書
店
、
東

京
事
務
器
、
写
真
の
お
ち
あ

肌

躍
い固

教
育
委
員
会
文
化
課
壷

７
１
８
５
１
１
１
５
１

舎
、
夜
の
ゆ
く
え
、

ア
（
ピ
ア
ノ
・
尺

ツ
シ
ヨ
ン
）

１
０
０
０
円
（
全’

‐
ｌ
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
０
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
Ｄ
■
■
■
■
■
■
■
日
■
■
Ｄ
■
■
９
日
』

’
一

－－－－

＝

と 烏力
F

人 共存
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手賀沼を誇れるまちし

国 の 定 め る 手 賀 沼 の
永質環境一墓準
千葉県湖沼水質保全計画による
年平均目標CoD値
平成13年12

採水場所
月､剛z均COD
:手賀沼公園沖

値

平成14年12月､月平均COD値
採水場所：手賀沼公園沖

5mg/0以下

12mg／0

5.2mg／0
－

7.4mg／0

よ≦

すドス7※線申参記持合前日靴か水す水数
． 番金時当4し加用参、9時で暖 。 鳥 ･ 鳥 も 手
号730日6込蜑具正時・ごかを環が種賀
81分の2み双午、場参いウ境最類沼
58か開。無眼解市所加服オレももの
O5 ら 催固料鏡敵役<装ツン美一水
でIテのへ予所1だとチジし番烏
お5レ有手あ定正月ざ、ンヤく多は
知Oホ無賀るへ面26い履グ1なく今

重要畜旦．‘晨髪案ぞ鵠ら O ン は沼
せ Oサ、課

筆笙蕊呈尭騨泌期し．l午．
ま I ビ 前内

、
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▼我孫子駅周辺自転車駐車場

脚
屋
外
有
料
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
受
け
付
け
を
開
始

成而
〒
Ⅱ
現
在
利
用
中
の
方
も
申
請
を
Ⅱ

４
月
か
ら
の
、
屋
外
有
料
自
転
車
し
て
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
受
付
期
間
１
月
猫
日
（
木
）
か
ら
副

駐
車
場
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。
申
請
し
て
く
だ
き
い
・
日
（
金
）
〈
日
曜
日
を
除
く
〉

現
在
利
用
中
の
方
も
３
月
瓢
日
で
利
用
で
き
る
方
住
居
や
勤
務
先
が
申
請
方
法
申
請
書
（
各
自
転
車
暁

使
用
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
継
続
各
駅
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
車
場
の
管
理
棟
に
用
意
）
に
必
要
事

州
０
Ｗ
〃
▽

Ｉ
〃
ノ
の
℃

享
剛
設

国
土
交
通
省
で
は
、
手
賀
沼
公
園

に
河
川
情
報
表
示
板
（
マ
ル
チ
ビ
ジ

ョ
ン
）
を
設
置
し
ま
す
。

設
置
場
所
は
ア
ビ
ス
タ
駐
車
場
の

南
側
で
今
月
中
旬
か
ら
３
月
末
ま

で
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
と
同

時
に
情
報
板
か
ら
市
役
所
ま
で
の
、

手
賀
沼
遊
歩
道
と
県
道
船
橋
・
我
孫

子
線
沿
い
に
光
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
も

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
（
図
参
照
）
。

な
お
、
工
事
期
間
中
も
遊
歩
道
は

通
行
で
き
ま
す
。

園
国
土
交
通
省
利
根
川
下
流
工
事

事
務
所
北
千
葉
導
水
路
管
理
支
所
壷

７
１
８
９
１
３
２
１
１
手
賀
沼
課

・
内
線
４
６
２

▼天王台駅周辺自転車駐車場 る
通
勤
・
通
学
者
な
ど

屋
外
自
転
車
駐
車
場
（
表
の

３
，
７
～
わ
）

Ｑ
ス
プ
レ
ー
缶
を
出
す
と
き
は
穴
同
じ
数
の
用
具
を
置
い
て
い
き
ま
す
。

を
開
け
る
の
で
す
か
？
も
し
、
汚
れ
、
破
損
、
盗
難
な
ど
に

Ａ
缶
に
穴
を
開
け
る
と
き
、
爆
発
よ
っ
て
不
足
し
た
場
合
は
、
お
届
け

す
る
可
能
性
が
あ
り
危
険
で
す
。
中
し
ま
す
の
で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

身
は
、
賓
源
に
な
ら
な
い
紙
や
布
に
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

吹
き
付
け
て
出
し
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
Ｑ
ゴ
ミ
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

吹
き
付
け
た
紙
や
布
は
家
庭
ゴ
ミ
に
、
直
接
持
ち
込
む
場
合
の
注
意
点
な
ど

ス
プ
レ
ー
缶
は
資
源
と
し
て
缶
の
袋
は
あ
り
ま
す
か
？

に
入
れ
て
く
だ
き
い
。
ま
た
、
直
接
Ａ
受
付
時
間
は
月
曜
日
か
ら
金
曜

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
れ
ば
、
日
ま
で
（
祝
休
日
を
含
む
）
の
午
前

中
身
が
入
っ
て
い
て
も
引
き
取
り
ま
８
時
釦
分
か
ら
ｎ
時
釦
分
、
午
後
１

す
。
時
か
ら
４
時
ま
で
で
す
。
祝
休
日
の

Ｑ
回
収
用
具
が
足
り
な
い
場
合
は
場
合
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。
た
だ

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？
し
、
土
曜
日
と
日
曜
日
は
持
ち
込
め

か
い

Ａ
缶
、
そ
の
他
ピ
ン
、
雑
芥
、
廃
ま
せ
ん
。
料
金
は
無
料
で
す
。
家
庭

食
油
、
乾
電
池
、
ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル
は
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
粗

中
身
だ
け
を
回
収
し
、
用
具
は
残
し
大
ご
み
も
無
料
で
す
。

て
い
き
ま
す
。
無
色
ピ
ン
、
茶
ピ
ン
圃
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
念
７
１
８

は
用
具
（
袋
）
ご
と
回
収
し
ま
す
が
、
７
１
０
０
１
５

申
請
を
Ⅱ

受
付
期
間
１
月
猫
日
（
木
）
か
ら
釧

日
（
金
）
〈
日
曜
日
を
除
く
〉

申
請
方
法
申
請
書
（
各
自
転
車
駐

車
場
の
管
理
棟
に
用
意
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
管
理
棟
の
ポ
ス
ト
に

投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。
（
申
請
は

１
人
１
台
に
限
る
）

ご
み
Ｑ
＆
Ａ

利
用
決
定
申
請
は
一
括
で

審
査
し
、
応
募
者
多
数
の
場

▼布佐駅東口自転車駐車場

▼今月募集する自転車駐車場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。
利
用
決

定
者
に
は
、
３
月
上
旬
に
納
入
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す
。

使
用
料
の
納
付
金
融
機
関
に
納
入

通
知
書
を
持
参
し
て
、
使
用
料
を
納

付
し
、
領
収
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

定
期
シ
ー
ル
の
交
付
３
月
妬
日

（
火
）
か
ら
瓢
日
（
月
）
ま
で
の
午
前
６

’※募集時の管理人勤務時間は6時30分から9時30分

▼3月に募集する自転車駐車場(屋内）

講
習
日
程
下
表
参
照

場
所
市
民
会
館

内
容
文
書
（
ワ
ー
ド
）
、
表
計
算

（
エ
ク
セ
ル
）
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

対
象
・
定
員
求
職
中
の
方
や
自
営

で
仕
事
を
始
め
よ
う
と
す
る
方
で
、

文
字
入
力
の
で
き
る
方
、
各
コ
ー
ス

加
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
単
に
、
趣
味
で
パ
ソ
コ
ン
技
術
の

向
上
を
め
ざ
す
方
は
受
講
不
可

’
時
釦
分
か
ら
午
後
６
時
釦
分
に
、
領

収
書
を
管
理
棟
に
持
参
し
、
定
期
シ

ー
ル
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
屋
内
自
転
車
駐
車
場
差
表
１
，

２
，
４
，
６
）
の
受
け
付
け
は
、
３

月
１
日
（
土
）
か
ら
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
広
報
２
月
妬
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

固
交
通
整
備
課
・
内
線
３
３
０

１
１
１

※募集時の管理人勤務時間は6時30分～9時30分､16時~21時
※我孫子駅北口仮設バイク駐車場(5)は申請不要で料金無料

費
用
受
講
料
１
万
円
（
テ
キ
ス
ト

代
５
０
０
０
円
を
含
む
）

申
し
込
み
・
固
往
復
ハ
ガ
キ
に
コ

ー
ス
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
用
あ
て
先

を
明
記
し
、
１
月
”
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
１
１
１
９
２
（
住
所

省
略
可
）
市
役
所
商
工
観
光
課
・
内

線
５
０
４
へ

▼コース°日程
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
１

月
６
日
か
ら
柏
税
務
署
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
税
務
署
に
は

簡
単
な
操
作
で
確
定
申
告
書
を

作
成
で
き
る
機
械
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
柏
税
務
署
と
千
葉
県

税
理
士
会
柏
支
部
で
は
、
還
付

申
告
書
と
、
事
業
所
得
者
な
ど

を
対
象
と
し
た
収
支
内
訳
書
等

の
作
成
指
導
会
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

固
確
定
申
告
…
柏
税
務
署
個

人
課
税
部
門
云
７
１
４
６
１
２

３
２
１
市
県
民
税
の
申
告
…

課
税
課
市
民
税
係
電
７
１
８
５

１
１
１
１
１
内
線
３
３
４

還
付
申
告
書
↑
収
支
内
訳
書
作
成
指
導
会
の
ご
利
用
を

還
付
申
告
の
受
け
付
け
は
始
ま
っ
て
い
ま
す

’

※1コース12回。36時間 ▼還付申告書の作成指導会

対 象日程・場所｜時間

利根川ゆうゆう公園の

工事に着手します

我孫子駅北口土地区画整理
審議会委員の改選に伴う
選挙人名簿の縦覧
土地区画整理法(昭和29年法律第

119号）第58条第1項の規定による

我孫子都市計画事業我孫子駅北口土地
区画整理審議会の委員の選挙期日を3
月9日と定めましたので､土地区画整
理法施行令(昭和30年政令第47号）
第20条の規定により作成する選挙人
名簿の縦覧を行います。

縦覧期間1月27日(月)から2月9

日(日)午前9時から午攪5時(土日
曜日も行います）

縦覧場所｡間区画整理事務所(本町
3の5の3）窓7185-1171

2月5日（水）
柏市布施近
隣センター

･年金受給者で申告が必要な方

･給与所得者などで医療費控除を受ける方
・パートや退職などで年末調整されていない方

※住宅借入金等特別控除外国税額控除などの
指導はできません。柏税務署へ直接ご相談く
ださい。

9時30分

15時30分

12時～13
時を除く

2月6日(木）
2月7日（金）
市民会館

｛ ）
利根111ゆうゆう公園(利根j11河lll敷）の工

事に1月中旬から着手し､公園東側のデイキ

ャンブ広場を整備します。

この広場はバーベキューサイト、車いす

でも利用できる野外卓などを設置した､利根

川の自然にふれあいながらアウトドア・ライ

フを楽しめる施設です。

工事期間は3月末までで‘オープンは草の

養生期間を考慮し＄5月上旬の予定です。
工事期間中は､公園内を工事車両が通行し、

ご迷惑をおかけしますがご理解とご協力を
お願いします。

間公園緑地課･内線594

ア源泉徴収票（原本）
イ生命保険、損害保険の控除証明書（原本）
ウ国民健康保険や国民年金など社会保険料の納付確認書または領収書(原本）
工医療費の領収書（原本）
オ保険金など医療費の補てん金がある場合は、その金額が分かる書類
力還付金の振込口座の分かるもの
キ印鑑、電卓、筆記用具
ク税務署から申告書が送られてきている方は、その申告書

必
要
書
類

等’
▽柏市布施近隣センター案内図▼収支内訳書等の作成指導会

’ 、

繩棚割騨馳4月ま捌用で誌せん ※お車での来場はご遠慮ください

■■■■ー雨■

」|n団閂
ロ■■_■F■■己■

] 1日四堅

．

■園■天王台→

5

■Lll■I■言Iﾛーーーー

l■■11 布佐駅 111，1ロ

地
図
番
号

E

〃

の
■

●

［

名 称

我孫子駅南口第3

天王台駅南口第1

天王台駅北口第1

天王台駅北口第2

布佐駅東口駅前

収容台数

自転車

380

600

700

600

400

原付

20

100

100

100

30

料金

自転車

3,720円/年

50cc以下の原付
7,320円/年

地
図
塞
号

1

■
Ｆ
ｐ
・
■

6

名称

サイクルパーク.

我孫子南

本町3丁目

我孫子駅北口

サイクルパーク．

天王台南

収容台数

自転車

1,094

1,474

2,076

1,718

原付

－

148

－

87

料 金

地下｡2階810円/月
3階37即円/年

自韓員
1．2階810円/月
3階3720円/年

50cc以下0鮒2,030円/月
810円/月

自韓迩翻:雛
50ccMm鮒2,030円/月

ｺー ｽ名

E

F

日程

2月18日‘19日｡20日'22日，
25日‘26日'27日

3月1日’4日‘5日’6日'8日
2月18日‘19日'20日'2旧’

25日‘26日‘27日'28日
3月4日‘5日'6日‘7日

時間

輸9時30ガ
リ

棚0剛0↑
稲塒30ガ

I
4時30》

日程’場所

2月13日(ﾎ）
2月14日(金）
柏税務署

時間

9時30分-15時30分

(12時-13蹄除く）

対鼠

諜陥､櫛剛削j訪
(鶴､飢餓､虹､僻ﾀﾄ

韻､ピｱﾉ訓作勅）
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市
で
は
、
地
域
の
生
涯
学
習
活
動
２
月
３
日
（
月
）
か
ら
、
日
（
月
）
ま
で

を
支
援
す
る
た
め
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
〈
土
・
日
曜
日
を
除
く
〉
に
我
孫
子

に
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
「
地
域
交
１
６
８
４
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

流
教
室
」
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。
へ
持
参
（
提
出
時
に
、
受
付
番
号
を

「
毎
月
第
２
金
曜
日
」
の
よ
う
な
決
め
る
く
じ
引
き
を
実
施
）

年
間
利
用
が
で
き
ま
す
。
年
間
利
用
※
学
校
施
設
の
た
め
、
駐
車
場
が
な

を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
い
な
ど
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設

き
い
。
短
期
間
の
利
用
は
、
随
時
受
と
は
使
用
形
態
が
異
な
り
ま
す
。
詳

け
付
け
て
い
ま
す
。
細
は
社
会
教
育
課
霊
７
１
８
５
１
１

設
壷
枝
・
教
室
数
我
孫
子
第
一
小
１
５
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
。

・
・
・
２
、
根
戸
小
・
・
・
１
、
高
野
山
小
…
鶏
舞
台
束
小
学
銭
鋤
蝿
嘩
交
識

１
、
湖
北
台
西
小
…
２
、
布
佐
小
．
、
教
室
か
１
月
沁
員
に
オ
６
魂
診

１
、
湖
北
台
東
小
：
・
２
３
月
瓢
日
ま
で
の
利
用
は
、
社
会

利
用
期
間
４
月
１
日
か
ら
来
年
３
教
育
課
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
た

月
誕
日
（
１
年
間
）
だ
し
、
普
通
教
室
に
隣
接
し
て
い
る

利
用
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
た
め
、
音
の
出
る
活
動
に
つ
い
て
は

時
（
根
戸
小
は
時
間
が
異
な
り
ま
す
）
規
制
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
申
諦
替
（
教
育
委
員
会
４
月
１
日
以
降
の
利
用
申
し
込
み

に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
は
右
記
と
同
様
で
す
。

|谷津ミュージアムの平成15年度

地
域
交
流
教
室
の

年
間
使
用
申
請
を
受
け
付
け

草刈りにご参加を
柿って①豊惹①復落をめざして一

層
く
怖
蓉
耗
園
婿
》
季
信
剴
》
嫁
雌
蘂

恥
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〃
鳥
岡
発
戸
・
都
部
地
区
の
谷
津
に
は
、

》
恥
》
》
》
》
峠
》
》
錘
》
恥
苧
》
》

し
の

今
回
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
農
道

１
１
１
１

約
“
幸
率

持
参
軍
手
、
あ
れ
ば
鎌
な
ど
（
午

前
・
午
後
と
も
参
加
の
方
は
昼
食
）

申
し
込
み
・
固
電
話
で
手
賀
沼
課

内
線
４
６
４

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
の
午
前
８

時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
壷
７
１

８
５
１
５
０
０
０
コ
ー
ド
番
号
８
５

０
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
、
布
佐
町
の
昭
和
史
を
と

り
あ
げ
ま
す
。

布
佐
町
が
我
孫
子
町
、
湖
北
村
と

合
併
し
た
当
時
の
出
来
事
や
、
戦
時

下
や
昭
和
初
期
の
教
育
、
経
済
を
通

じ
て
の
町
の
様
子
な
ど
、
現
在
の
布

佐
の
成
り
立
ち
を
知
る
壷
重
な
内
容

で
す
。

日
時
。
内
容
表
参
照
、

場
所
市
民
図
書
館
布
佐
分
館

講
師
伊
藤
純
郎
ざ
ん
（
筑
波
大
学

郷土を学ぼう°考えよう の
復
活
を
め
ざ
し
、
草
刈
り
を

行
い
ま
す
。
谷
津
の
豊
か
な
自

然
の
中
で
、
一
緒
に
作
業
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

日
時
・
場
所
２
月
１
日
（
土
）

午
前
９
時
釦
分
束
我
孫
子
駅
南

口
広
場
集
合
、
午
後
３
時
解
散

予
定
（
荒
天
中
止
）

※
作
業
時
間
は
、
こ
の
時
間
帯

の
中
で
各
自
自
由
と
し
ま
す
。

※
作
業
で
き
る
服
装
で
ご
参

加
を
。１

１

公園飼鬮虐

げ命侭懲皿 ●

助
教
授
・
市
内
在
住
）

対
象
・
定
員
市
内
在
住
の
方
、
先

蒜
釦
人
（
前
回
受
講
き
れ
た
方
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
）

参
加
費
無
料

申
し
込
み
。
圃
電
話
で
我
孫
子
地

区
公
民
館
壷
７
１
８
２
１
０
５
１
１

（
午
前
８
時
釦
分
か
ら
午
後
５
時
）

個
性
・
情
熱
・
繊
細
さ
あ
ふ
れ
る

絵
画
が
市
民
プ
ラ
ザ
に
一
同
に
会
し

第
１
回
総
合
寄
贈
絵
画
展

「
瞬
×
旬
」
§
ま
た
た
く
旬
感
一
し
ゅ
ん
か
ん
一
～

’

’’

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
初
心
者
の
方

を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開

論
し
て
い
ま
す
。

受
講
中
の
方
は
、
受
講
料
入
金
後

６
カ
月
間
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
付
き

の
パ
ソ
コ
ン
開
放
時
間
を
優
先
的
に

利
用
し
、
受
講
内
容
を
繰
り
返
し
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
は
不
可
）

場
所
市
民
プ
ラ
ザ

内
容
下
表
参
照

受
付
時
間
午
前
、
時
か
ら
午
後
７

時
（
休
館
日
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
授
業
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

圖
市
民
プ
ラ
ザ
垂
７
１
８
３
１
２

１
１
１

ま
す
。
・

市
に
寄
贈
さ
れ
た
絵
画
、

ぁ
剛
に
カ
レ
ッ
ジ

受
講
者
を
募
集

一
れ
た
絵
画
、
「
我
孫

子
に
縁
の
あ
る
芸
術

家
の
優
れ
た
作
品
」

の
総
合
展
示
を
行
い

ま
す
。個

別
の
寄
贈
絵
画

展
は
今
ま
で
に
も
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、

多
く
の
作
家
の
作
品

を
同
時
に
展
示
す
る

の
は
、
今
回
が
初
め

て
の
試
み
で
す
。

感
性
の
ぶ
つ
か
り

合
い
、
旬
の
絵
画
に

出
会
え
る
瞬
間
を
、

遡騨講座 ぜ
ひ
お
楽
し
み
下
さ
い
。

日
時
２
月
１
日
（
土
）
か
ら
２
月
４

日
（
火
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
５
時

場
所
市
民
プ
ラ
ザ

展
示
画
家
・
作
品

＊
岡
田
正
二
ざ
ん
「
海
辺
の
石
」
（
代

表
作
）

こ
だ
ま

＊
平
井
美
佐
子
ざ
ん
「
木
霊
」
（
代

表
作
）

＊
細
川
富
士
雄
さ
ん
「
悠
久
」

＊
横
内
明
美
ざ
ん
「
吟
遊
詩
人
」

＊
寺
田
義
元
ざ
ん
「
平
和
へ
の
願

い
」入

場
料
無
料

圏
教
育
委
員
会
文
化
課
金
７
１
８

５
１
１
１
５
１

名 対象 備 考

再受講券1回分
が別につきます

パソコン入門 3,500円 初心者の方3

再受講券1回分
が別につきます

WORD2002
'8,000円 文字入力のできる方51

再受講券1回分
が別につきます

文字入力のできる方EXCEL2002 8,000円5

’インターネットl

文書管理’
5,500円|文字入力のできる方
2,500円|文字入力のできる方

４
’
２

※テキスト代、通信代を含みます。1単元は90分です。

〆

中鶇隊学初叶維を鮪 ニユースボーツで

健康･伽力づく剛を

侮れあい事業芸術文化ふ

の 応場
一
切

１

花箱根駅伝4度剛出場で悲願達成
ニユースポーツで楽しい汗を流して、

健康･体力づくりをしませんか。

日時°場所1月18日…新木小、2

月8日．"布佐南小＄3月8日布佐小、

いずれも土曜日午前9時30分～11時
30分(参加無料）

内容ファミリーバドミントン、パッ

ゴー、ショートテニス、ヘルスバレー

ボール、インデイアカ、わなげ9&Q，

ペタンクほか

対象小学生以上‘どなたでも

持参上履き

間教育委員会体育課窓7187-7555

第79回東京箱根間往復大学駅f競走が1月

2日・3日に行われ、中央学院大学が総合10

位でゴー ﾙし､上位10校に与えられる、次回

大会のｼー ド権を得ました。

同校は､昨年10月の予選会を経て､今回が

4度目の出場｡往路を11位で終え､シード権

獲得に向けて好位置につけました。

復路ではいったん13位まで下がりました

が、じりじりと順位を上げ､東京･大手町のゴ

ールにあとわずかという所で1人を抜き10

位に上がり、そのままコー ﾙ｡大会前に目標と

していたｼー ド権を見事獲得しました。

今回は「きみどり」からイメー

ジされる花を扱い「いけばな」を

行います。

日時。場所2月1B(i)午前

10時15分集合、10時30分か

ら11時30分、アピスタ

対象･定員小学1年生から4年

生の子どもと大人のペア、15組
30人(応募者多数の場合は抽選）
※経験は問いません｡子どもだけ

でも参加できます。

持参えんぴつ､消しゴム‘はさ

み(工作パｻﾐ可)､ぞうきん

費用1人300円(花材代）
講師井上景風さん､齋藤幸華さ
ん､山崎宮華さん

申し込み｡間ﾊガｷかファクス、
Eメールに参加者の住所､氏名＄
年齢､学校名(子どものみ)､電
話番号を明記し､1月24日(必着）
までに〒270-1棚我孫子市我孫子
1684列感a7185-1151MI7182F
5867Eメールbunka@city.abiko.
chiba.jP'l

り

I ’
一ノ

－

第1日目

第2日目

第3日目

2月8日出

午前10時～1塒30分

2月15日出

午前10時～11時30分

2月22日出

午前10時～11時30分

昭和30年の我孫子町。

湖北村との合併問題を

考えます

太平洋戦争下の布佐町

の様子を、子どもと教

育の視 『時
〃、、，で考えます

昭和初期の布佐町の様

子を生活と経済の視点

で考えます
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一

日
・
所
２
月
２
日
（
日
）
喝
時
～
嘔

時
鋤
分
、
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー

出
岡
村
慎
太
郎
さ
ん
・
愛
ざ
ん

こ
き
ゅ
う

（
琴
、
三
味
線
、
胡
弓
）
、
我
孫
子

市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

費
無
料

間
同
セ
ン
タ
ー
霊
７
１
７
９
１
１

１
６
６

日
・
所
１
月
弱
日
（
土
）
廻
時
釦
分

～
巧
時
、
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
吹
奏
楽
、

器
楽
演
奏
、
室
内
楽
、
謡
曲

費
無
料

間
同
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
２
１
９

９
８
８

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
齢
議
会

一
日

楽
祭

日
。
所
１
月
妬
日
（
日
）
過
時
～
妬

時
、
湖
北
地
区
公
民
館
（
入
場
無
料
）

内
障
害
者
・
高
齢
者
施
設
の
活
動

発
表
、
展
示
、
即
売
会
、
花
の
苗
と

豚
汁
の
無
料
提
供
（
先
着
２
０
０
人
）

主
湖
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
壷

７
１
８
７
１
２
５
５
１
（
月
・
水
・

金
曜
日
の
９
時
～
嘔
時
）

日
・
所
１
月
調
日
（
日
）
遍
時
～
蝿

縮
肚
’
嶬
職
塞
難
舗
一
誇
弗
鍋
、
（
罰
串
誠
、
合
ふ
時
、
市
民
会
館
（
参
加
無
料
）

日
・
所
２
月
１
日
（
土
）
、
時
釦
分
き
ん
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
上
履
き
、
内
講
演
「
冒
険
遊
び
場
か
ら
の
発

開
演
、
市
民
会
館
（
入
場
鉦
料
）
ご
み
袋

信
～
子
ど
も
が
い
き
い
き
と
遊
び
育

主
商
工
会
女
性
部
壷
７
１
８
２
１
申
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
氏
名
（
２
つ
社
会
に
～
」
講
師
・
荒
田
直
輝

日
・
・
白
時
、
所
§
場
所
、
内
…
内
容
、
種
・
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
、
対
：
対
象
・
定
員
、
詩
・
持
参
、

久
寺
家
地
区
ま
ち
雪
つ
く
り
協
議
会

新
春
コ
ン
サ
ー
ト

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
・
・
・
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
壷
ア
ー
Ｓ
ｓ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

傭で
か
け
て

み
ま
せ
ん
か

福
祉
施
設
報
告
会

1

司
剴
‐
ノ
と
厘
勇
と
盃
７
劃
‐
ノ
と
Ｅ
、
‐
ご
－
割
ｌ
ゴ
ー
『
１

日
・
所
２
月
晦
日
（
土
）
①
お
と
な

３
１
３
１

の
学
習
会
…
ｍ
時
～
哩
時
、
分
②

柏
地
区
障
害
児
学
級
合
同
子
ど
も
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ブ
：
血
時

花
と
太
陽
と
希
望
の
作
品
展
～
巧
時
釦
分
、
い
ず
れ
も
ア
ビ
ス
タ

曰
・
所
２
月
１
日
（
土
）
～
４
日
内
①
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
子
ど

（
火
）
、
時
～
釦
時
（
４
日
は
哩
時
釦
も
の
話
の
聞
き
方
を
学
ぶ
②
い
じ

分
ま
で
）
、
柏
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
柏
め
、
誘
拐
、
性
的
虐
待
な
ど
の
暴
力

高
島
屋
Ｓ
館
８
階
）
〈
入
場
無
料
〉
か
ら
心
と
体
を
守
る
方
法
を
学
ぶ

内
我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼
南
町
の
講
師
Ｃ
Ａ
Ｐ
青
い
空

障
害
児
学
級
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
対
①
市
内
在
住
の
成
人
、
釦
人

作
品
（
絵
画
、
工
芸
、
習
字
な
ど
、
②
保
護
者
が
Ｃ
Ａ
Ｐ
学
習
会
を
受
講

約
４
３
０
点
し
た
こ
と
の
あ
る
小
学
３
．
４
年
生
、

問
柏
市
立
柏
第
一
小
学
校
・
青
木
妬
人
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

壷
７
１
４
３
１
０
１
３
８

費
①
無
料
②
８
０
０
円

生
涯
大
学
校
東
葛
飾
学
園
申
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

江
戸
川
台
校
舎
陶
芸
作
品
展
で
、
あ
び
こ
子
ど
も
劇
場
壷
恥
７
１

日
１
月
お
日
（
木
）
～
妬
日
（
日
）
８
８
１
９
０
７
８
Ｅ
メ
ー
ル
四
ぴ
ぴ
割

、
時
～
即
時
（
詔
日
は
哩
時
か
ら
、
嵐
号
（
埋
勉
Ｑ
①
．
且
巴
画
．
。
Ｈ
営

妬
日
は
娼
時
ま
で
）
問
同
劇
場
ま
た
は
我
孫
子
地
区
公

所
柏
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
柏
高
島
民
館
垂
７
１
８
２
Ｉ
Ｏ
５
１
１

屋
Ｓ
館
８
階
）
〈
入
場
無
料
〉

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

間
同
校
壷
７
１
５
２
１
１
１
８
１
育
成
の
た
め
の
講
演
会

参
加
し
て
鷆
窪
誼
議
戦

み
ま
せ
ん
か
辨
灘
螺
總
窯
熱

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
議
織
”
紘
擶
獅
撫
》
蝋

日
。
所
２
月
８
日
（
土
）
９
時
釦
分
ク
ラ
ブ

～
哩
時
、
ア
ビ
ス
タ

対
当
日
先
着
１
５
０
人

内
手
作
り
ぎ
ょ
う
ざ
と
お
い
し
い
問
教
育
委
員
会
体
育
課
云
７
１
８

デ
ザ
ー
ト

７
１
７
５
５
５

房
デ
ザ
ー
ト

対
市
内
の
小
学
生
、
釦
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

人
ま
で
）
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
を
明
記
し
、
１
月
聖
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
，

１
１
４
７
若
松
妬
の
４
我
孫
子
地
区

公
民
館
ａ
７
１
８
２
１
０
５
１
１

Ｃ
Ａ
Ｐ
～
キ
ャ
ッ
プ
～

暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

我
孫
子
市
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

講
演
会

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
２
月
日
２
月
８
日
空
日
、
３
月
８
日
．

６
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
翠
日
の
い
ず
れ
も
土
曜
日
廻
時
釦
分

１
１
２
１
中
峠
２
０
５
２
上
村
隆
垂
～
嘔
時
釦
分
（
全
４
回
）

７
１
８
８
１
２
１
７
１

所
市
民
プ
ラ
ザ

費
…
蓑
用
、
申
…
申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
）
、
問
…

日
・
所
２
月
妬
日
（
日
）
８
時
釦
分

受
け
付
け
、
市
民
体
育
館

種
・
対
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
．
２

部
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
ー
部
：
オ
ー

プ
ン
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
３
．
４
部
、

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
部
：
・
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
初
心
者
と
連
盟

会
員

費
一
般
ル
３
０
０
円
（
中
・
高
校

生
８
０
０
円
）

ふ
り
が
唯

申
ハ
ガ
キ
に
種
目
、
住
所
、
氏
名
、

さ
ん
（
世
田
谷
プ
レ
ー
パ
ー
ク
・
プ

レ
ー
リ
ー
ダ
ー
）
、
討
論
会

対
当
日
先
着
２
５
０
人

※
託
児
あ
り
（
幼
児
・
小
学
生
）

問
栗
原
壷
７
１
０
５
１
５
５
６
３

（
夜
間
）

日
２
月
娼
日
（
火
）
・
均
日
（
水
）

所
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

対
市
内
在
住
の
方
、
各
日
１
０
５

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

競
技
方
法
喝
ホ
ー
ル
新
ベ
リ
ア
方

式
（
ソ
フ
ト
ス
パ
イ
ク
着
用
）

費
３
０
０
０
円

※
プ
レ
ー
饗
の
概
算
は
１
万
８
０
０

０
円
（
グ
リ
ー
ン
フ
イ
は
フ
エ
ス
タ

特
別
料
金
１
万
円
。
昼
食
代
は
別
途
）

申
往
復
ハ
ガ
洗
娼
知
弧
１
蓮
に

大
会
名
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
日

を
明
記
し
、
１
月
聖
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
１
１
１
９
２
（
住
所

省
略
可
）
市
役
所
公
園
緑
地
課

※
記
入
も
れ
、
重
複
・
両
日
申
し
込

み
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

問
我
孫
子
ゴ
ル
フ
協
会
・
山
崎
垂

７
１
８
４
１
５
９
４
１
（
９
時
～
廻

時
）我

孫
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

シ
ン
グ
ル
ス
大
会

市
民
ゴ
ル
フ
フ
エ
ス
タ

日
・
所
２
月
２
日
（
日
）
９
時
受
け

付
け
、
市
民
体
育
館

種
男
子
、
女
子
、
混
合

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
（
高

校
生
以
上
）
の
方
で
、
１
チ
ー
ム
５

人
以
上

費
１
人
８
０
０
円

申
ハ
ガ
維
鑿
煮
毫
、
全

員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
１
月
理
日
（
必

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１
６
４

つ
く
し
野
１
の
型
の
皿
田
口
久
男
方

我
孫
子
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
壷
７

１
８
２
１
１
９
９
５

日
・
所
１
月
唱
日
（
土
）
四
時
～
加

時
釦
分
、
ア
ビ
ス
タ
（
参
加
無
料
）

内
意
見
交
換
…
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
の
問
題
点
、
半
塾
学
童
（
学

習
塾
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
学
童
保

育
）
、
学
び
遊
び
塾
（
体
験
を
重
視

し
た
学
習
塾
。
中
学
生
版
の
学
童
保

育
）
ほ
か

問
渡
邊
壷
７
１
８
８
１
８
０
８
７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
我
孫
子
乗
馬
会

無
料
体
験
乗
馬
会

日
１
月
沁
日
（
日
）
喝
時
釦
分
～
遁

時
（
蕊
腫
２
月
２
日
に
董

所
仲
馬
倶
楽
部
（
江
蔵
地
１
０
２

７
の
６
）

対
小
学
生
以
上
の
方

持
軍
手
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
長

靴
（
あ
れ
ば
）

※
当
日
は
会
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
し
ま
す
。

申
電
話
で
仲
馬
倶
楽
部
霊
７
１
８

８
１
２
８
６
４

我
孫
子
市
イ
ン
デ
イ
ア
カ
大
会

初
心
者
の
た
め
の
文
章
教
室

蓬
菫
謹
巽
画
一
震
蓬
撫
霊
薑

’

日
。
所
１
月
塑
日
（
水
）
遍
時
釦
分

～
妬
時
、
泉
集
会
場

費
５
０
０
円

問
寺
尾
壷
７
１
８
２
１
８
７
６
６

ヒ
ユ
ー
マ
ン
フ
ォ
Ｉ
ラ
ム
ち
ば
罰

日
。
所
２
月
ｎ
日
（
祝
）
哩
時
釦
分

～
嘔
時
、
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
（
習

志
野
市
谷
津
）
〈
参
加
鉦
料
〉

内
落
合
恵
子
ざ
ん
（
作
家
）
に
よ

る
基
調
講
演
ほ
か

対
先
着
１
４
０
０
人

申
電
話
で
県
女
性
セ
ン
タ
ー
壷
７

１
４
０
１
８
６
０
２

問
い
合
わ
せ
、
主
．
・
主
催
・
共
催

内
エ
ッ
セ
イ
・
文
章
の
基
礎
講
座

対
市
内
在
住
の
方
、
先
着
嘔
人

費
・
２
０
０
０
円

持
筆
記
具

申
電
話
で
羽
賀
壷
７
１
８
４
１
４

５
０
４

日
・
所
１
月
調
日
（
日
）
９
時
釦
分

～
哩
時
、
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
先
着
和
人

費
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
手
ふ

き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８

９
１
３
７
４
Ｏ

我
孫
子
そ
れ
い
ゆ
会

第
７
回
う
た
ご
え
交
流
会

タ
ー
壷
７
１
８
４
１
０
４
４
４
（
ｎ

時
～
画
時
）

日
・
所
１
月
型
日
（
火
）
…
湖
北
地

区
公
民
館
、
妬
日
（
日
）
．
：
天
王
台
北

近
隣
セ
ン
タ
ー
、
２
月
５
日
（
水
）
…

ア
ビ
ス
タ
、
８
日
（
土
）
：
・
新
木
近
隣

セ
ン
タ
ー
、
週
日
（
木
）
…
天
王
台
北

近
隣
セ
ン
タ
ー
、
お
日
（
日
）
：
．
ア
ビ

ス
タ
、
い
ず
れ
も
昭
時
釦
分
～
巧
時

費
３
０
０
円

無
添
加
ソ
ー
セ
ー
ジ
。
ハ
ム
の

作
り
方
講
習
会

手
作
り
味
噌
講
習
会

~、〆 、〆

子 ども手あみ教室消火器の悪質な

訪問販売にご用心
プラザコンサート

(まa(まごQつラー
第39回ブラザコンサートは､男声･女声それ

それの歌唱とビｱﾉ演奏をお楽しみください。
日時1月25日(士)15時開演
場所市民ブﾗず

内容小宮香奈江さん(ｿプﾗﾉ)今井i蕊ん
(ｱ/)"赤とんぼ(山田耕搾)､高橋墓信さん(バ
リトン)･笹本小野美さん(ビア／）･忘れな草(ク

ルティス)､入山さおりさん(ビア/）…雨だれ(シ

ョパン）ほか

定員先着120人

入場料無料

申し込み不要(直接会場へ）
間教育委員会文ｲ感窓7185-1151

Ｉ
１
１
１

最近､「消防署の方から来た」

「住宅も設置力蟻務づけられたj

など､言葉巧みに消災器の交換
や詰め替えを迫る悪質な訪問甑
売鵬えています。

消防署では消災器の飯売は行
っていませんし､一般家庭の設

置は任意です｡身分証明書など

|鰯灘製獄

」間消防本部予防課恋7181-77

、02

あたたかいマフラーを指あみで

編みます。

日時2月1日(土)午前9時30

分から11時30分

場所湖北地区公民館

対象小学生

定員先着15人

費用500円(材料代）

持参ピﾆー ﾙ袋(小)、はさみ

申し込み．間電話で我孫子地区

公民館冠7182-0511へ

｡
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職
種
①
臨
時
生
活
指
導
員
②
臨

時
看
護
師

対
健
康
な
方
（
②
は
資
格
が
必
塞
、

い
ず
れ
も
若
干
名

勤
務
時
間
４
月
以
降
の
月
曜
日
～

金
曜
日
８
時
釦
分
～
刀
時
追
分

時
給
①
９
１
０
円
②
１
３
４
０

円
（
い
ず
れ
も
通
勤
手
当
別
途
）

申
電
話
で
あ
ら
き
園
垂
７
１
８
８

１
４
１
８
８

あ
ら
き
園
臨
時
職
員

ぼ
し
ゅ
う

職
種
生
活
指
導
員

対
障
害
者
に
理
解
が
あ
り
、
お
菓

子
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
、
１
人

勤
務
日
週
３
日

勤
務
内
容
心
身
障
害
者
の
生
活
・

作
業
の
支
援

申
履
歴
醤
（
写
真
貼
付
）
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
１
月
聖
日
ま
で
に

心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
み
ず
き

（
古
戸
８
０
４
）
壷
７
１
８
７
１
５

１
７
１
へ
直
接
持
参

職
種
介
護
保
険
認
定
調
査
員
（
市

（
緑
・
１
歳
２
カ
月
）

か
ね
ま
る
か
の

金
丸
佳
乃
ち
ゃ
ん

介
護
保
険
認
定
調
査
員

み
ず
き
臨
時
職
員

9

』

●

の
堀
託
職
員
）

勤
務
期
間
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

（
１
カ
月
あ
た
り
西
日
以
内
）

対
介
謹
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、

看
謹
師
、
准
看
護
師
、
歯
科
術
生
士
、

社
会
福
祉
士
、
介
誰
福
祉
士
、
介
護

認
定
調
査
従
事
者
研
修
会
修
了
者
な

ど
で
、
自
動
車
運
転
免
許
証
を
お
持

ち
の
方
、
１
人
（
年
齢
不
問
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
介
護

支
援
課
云
７
１
８
６
１
１
４
１
１
へ

「
市
民
活
動
フ
ェ
ア
２
０
０
３
ｍ

あ
び
一
こ
（
３
月
８
日
・
９
日
に
ア

ビ
ス
タ
で
開
催
）
へ
の
参
加
団
体
と

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

◎
参
加
団
体
説
明
会

日
・
所
２
月
３
日
（
月
）
瑁
時
釦
分

～
巧
時
釦
分
、
ア
ビ
ス
タ

内
活
動
の
Ｐ
Ｒ
、
情
報
提
供
ほ
か

対
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団

体
、
公
益
事
業
を
行
っ
て
い
る
企
業

◎
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

日
・
所
１
月
嘔
日
（
土
）
画
時
釦
分

～
巧
時
釦
分
、
ア
ビ
ス
タ

内
企
画
・
運
営
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

対
月
２
回
程
度
の
打
ち
合
わ
せ
と

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
方

申
い
ず
れ
も
電
話
で
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
壷
７
１
８
５
１
５
２
３
３

市
民
活
動
フ
ェ
ア
之
○
○
ｓ
。
ｍ
あ
び
二

参
加
団
体
・
支
援
ボ
ラ
ン
テ
イ

ち
や
ん

_丁 ファ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団
員

岳
人
あ
び
こ
会
員

対
弱
歳
ま
で
の
方
、
若
干
名
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
面
談
で
決
定
）

費
入
会
金
５
０
０
０
円
、
年
会
費

１
万
２
０
０
０
円
（
別
途
遭
難
保
険

料
約
２
０
０
０
円
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
登

山
経
験
の
有
無
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
（
あ
る
方
）
を
明
記
し
、
１
月
妬

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１

１
３
２
湖
北
台
６
の
、
の
６
原
田
君

子
壷
７
１
８
８
１
７
９
２
９

日
・
所
月
１
．
２
回
、
中
峠
芝
原

恢
〕
上
マ
ワ
Ｉ
）

城
祉
野
営
場
（
雨
天
中
止
）

対
年
長
児
～
妬
歳
ぐ
ら
い
の
方

費
年
額
約
２
万
４
０
０
０
円

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
我
孫

子
第
２
団
・
大
高
容
醐
７
１
８
７
１

０
４
９
４

我
孫
子
ビ
ー
ク
ル
サ
ー
ビ
ス

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
有
償
）

説
明
会
の
日
・
所
１
月
聖
日
（
金
）

超
時
釦
分
～
嘔
時
、
市
民
会
館

内
高
齢
者
・
身
体
の
不
自
由
な
方

の
通
院
な
ど
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

申
電
話
で
森
垂
０
９
０
１
７
８
０

１
１
１
５
５
５

日
。
所
毎
週
月
曜
日
魑
時
巧
分
～

四
時
巧
分
、
市
民
プ
ラ
ザ

対
初
級
者
、
先
着
加
人

忘れずに納めましょう 社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
会
員

1

’
|’

，｜

’
’ ’水道料金

一
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
会
員

一

日
・
所
３
月
塑
日
（
土
）
、
天
王
台

西
公
園
（
雨
天
時
は
詔
日
に
延
期
）

対
大
道
芸
、
和
太
鼓
ほ
か

※
出
演
は
無
報
酬
と
な
り
ま
す
。

申
電
話
で
１
月
瓢
日
ま
で
に
秋
田

壷
７
１
８
２
１
９
３
６
４

日
・
所
毎
月
第
１
．
３
日
曜
日
過

時
～
蝿
時
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
暮
ら
し
に
役
立
つ
法
律
の
学
習

費
月
額
１
０
０
０
円

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
法

務
学
習
の
会
・
田
中
壷
叩
７
１
８
８

１
１
３
１
７

費
月
額
２
０
０
０
円

室
い
む

申
電
話
で
舞
夢
我
孫
子
サ
ー
ク
ル

北
原
登
７
１
８
３
１
５
２
４
５

我
孫
子
駅
開
設
の
功
労
者
、
飯
泉

喜
雄
氏
の
顕
彰
碑
に
作
ら
れ
る
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
る
書
画
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の
作
品
を
後

世
に
残
し
ま
せ
ん
か
。

募
集
要
項
（
ア
ビ
ス
タ
、
湖
北
地

区
公
民
館
、
教
育
委
員
会
に
用
意
）

を
ご
覧
の
う
え
、
１
月
瓢
日
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
・
所
毎
月
第
２
．
．
４
火
曜
日
娼

時
～
副
時
、
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
ギ
タ
ー
の
練
習
、
減
奏
会
出
場

費
月
額
１
５
０
０
円

申
電
話
で
我
孫
子
ギ
タ
ー
サ
ー
ク

ル
・
安
達
壷
７
１
８
８
‐
７
６
５
６

天
王
台
地
区
市
民
ま
つ
り
出
潭
者

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
る
作
品

匡刷開く腿い 法
務
学
習
サ
ー
ク
ル
会
員

’
ファクスガイド
ファクス便利帳

|TEL7183-6000

外
国
人
登
録
の
証
明
書
を

支
所
・
行
政
連
絡
所
で
も
発
行

１
月
６
日
か
ら
、
各
支
所
・
行
政

連
絡
所
で
、
原
票
記
載
事
項
証
明
書

と
証
明
書
記
赦
事
項
証
明
書
の
発
行

業
務
が
始
ま
り
ま
し
た
。

請
求
で
き
る
方
は
、
本
人
ま
た
は

同
じ
世
帯
の
方
、
法
定
代
理
人
で
す

が
、
委
任
状
が
あ
れ
ば
代
理
人
も
請

求
で
き
ま
す
。

手
数
料
は
各
１
通
２
０
０
円
で
す
。

問
市
民
課
・
内
線
３
１
８

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
確
認
は
領
収
書
な
ど
で

国
民
年
金
保
険
料
の
徴
収
事
務
が
、

平
成
皿
年
度
に
市
か
ら
社
会
保
険
庁

に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
市
で
は

納
付
確
認
番
を
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
や
市
県
民
税
の
申
告
を

行
う
場
合
に
は
、
領
収
誉
や
通
帳
に

よ
り
納
付
金
額
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
・
内
線
３
２
７

１
月
エ
曰
は
文
化
財
防
火
デ
ー

昭
和
聖
年
の
こ
の
日
、
日
本
最
古

の
壁
画
が
描
か
れ
た
「
法
隆
寺
金
堂
」

（
奈
良
県
）
が
火
災
に
あ
い
ま
し
た
。

寺
社
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
木
造
で

あ
る
た
め
、
火
が
つ
き
や
す
く
蕊
急

激
に
延
焼
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、
地

域
の
皆
ざ
ん
も
、
文
化
財
の
防
火
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
教
育
委
員
会
文
化
課
金
７
１
８

５
１
１
１
５
１

合
同
就
職
面
接
会

。
（
Ｉ
ト
タ
イ
マ
ー
労
働
者
・
若
年

者
就
職
支
援
合
同
面
接
会

日
。
所
２
月
５
日
（
水
）
過
時
釦
分

～
妬
時
、
プ
ラ
ザ
ヘ
イ
ア
ン
柏

問
越
岡
壷
７
１
８
４
１
２
０
４
７

お
し
ら
せ

日
。
所
１
月
釦
日
（
木
）
、
時
～
妬

時
、
ア
ビ
ス
タ
（
費
用
無
料
）

問
同
セ
ン
タ
ー
壷
昭
１
３
３
２
０

１
１
８
６
１

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
２
月
琿
日
（
日
）
哩
時
釦
分
～
晦

時
（
失
効
は
嘔
時
釦
分
ま
で
）

所
ざ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

対
免
許
の
有
効
期
限
が
巧
年
２
月

加
日
か
ら
唾
年
２
月
妬
日
ま
で
の
方

費
更
新
・
・
１
万
１
０
０
０
円
、
失

効
…
１
万
６
０
０
０
円
（
訂
正
、
紛

失
は
別
途
）

申
免
許
証
の
コ
ピ
ー
官
５
判
で

余
白
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
を
記
入
）
と
写
真
２
枚
（
３
ｍ
×

３
四
を
、
２
月
５
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
１
１
１
５
５
我
孫
子

新
田
型
の
７
の
虹
小
池
勇
念
７
１
８

２
１
１
０
１
５
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

対
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
就
業
を
希
望

し
て
い
る
方
、
釦
歳
未
満
で
仕
事
を

探
し
て
い
る
方

◎
中
高
年
齢
者
雇
用
促
進
合
同
面
接

《
云日

・
所
２
月
型
日
（
金
）
超
時
釦
分

～
妬
時
、
プ
ラ
ザ
ヘ
イ
ア
ン
柏

対
妬
歳
以
上
“
歳
末
満
で
仕
事
を

探
し
て
い
る
方

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
戸
求
人
部
門

壷
０
４
７
１
３
６
７
１
８
６
０
９

日
・
所
１
月
墾
日
（
木
）
週
時
釦
分

～
巧
時
釦
分
、
保
健
セ
ン
タ
ー

対
痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族

費
１
０
０
円
（
お
茶
菓
子
代
）

問
介
護
支
援
課
容
７
１
８
６
１
１

４
１
１

野
洲
生
零
鑪
ン
譜

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

ボ
ー
ト
免
許
更
新
講
習
会

〆

介護保険雨民会議を公開 童保育指導臨時学 員の登録
介護保険市民会議の8回目の会議を一般公

開します。

介護保険市民会議は､市民の皆さんの意見

を介詞呆険喜業の計画や施策に反映させるた

めに設置され､公募の市民委員をはじめ､学

識経嚴者､保健医療関係者､介護ｻー ｽ事

業関係者で樹戎されています。

日時｡場所1月23日(木)午後2時から4

時､アピスタ

内容介護保険事業計画(案)について

定員先着20人

申し込み不要(直接会場へ）

間介護支援課‘内線382

学菫保育室で､臨時学菫保育指導員として働きたい
方の登録を受け付けます。

資格要件保育の仕事に意欲のある18歳以上の健康
な方(受付時に面談を実施）

任用期間臨時学重保育指導員に欠員が生じた場合で
6カ月以内(更新可）

勤務時間平日…正午から午後7時までの間で1日4
時間から7時間､土曜日・学校休業日"･午前8時から
午後7時までの間で1日4時間から8時間
時給880円(通勤手当別途）

申し込み｡間履歴書(写真貼付)に資格証明書の写
し(資格を有する方)を添付し､子育て支援課(市役
所西別館2階)･内綴347ヘ持参

公民館では小･中学生を対象に学校の授業だけでは得
られない体験や地域の人々 と交流をするための事業を、土

曜日に実施しています。この子どもたちを指導する、グル

ープ･団体を募集します。

日時4月以降の土曜日午前9時から正午

場所アピスタまたは湖北地区公民館

内容音楽､芸術趣味料理工作､グﾝｽ､昔の遊び、

お話､野外活動､軽ｽー ﾂなどの小学生への指導

対象市内で活動しているグﾙー ブ･団体

講師料1回につき1グループ･団体5000円
申し込み｡間電話で我孫子地区公民館冠7182-0511/l

I
0

！’’

項目

市。県民税第4期

国民健康保険税第8期

介護保険料第8期

限

31日(金）

31日(金）

日(金）

27日(月）

テレホンガイド
声の便利帳

幅L711185-副00
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日
時
２
月
詣
日
（
金
）
か
ら
３
月
ｗ

日
（
月
）
ま
で
の
午
前
中
（
木
・
土
・

日
暇
日
を
除
く
）

※
受
診
日
は
、
男
女
で
異
な
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
者
数
に
よ
り
日
程
が
変

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
冑
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

対
象
昭
和
詔
年
３
月
釦
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
で
、
市
内
に
住
民
登
録
．

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方

※
冑
・
十
二
指
腸
疾
患
な
ど
で
治
療

中
、
経
過
観
察
中
の
方
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

費
用
５
０
０
円
（
た
だ
し
、
老
人

医
療
受
給
者
証
・
高
齢
者
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
、
世
帯
全
員
が
市
・

県
民
税
非
課
税
の
方
、
生
活
保
謹
世

帯
の
方
は
無
料
）

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
・

連
名
不
可
）
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

高
齢
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
催
し
、

第
画
回
「
老
い
へ
の
対
応
を
探
る
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
１
月
霊
日
（
木
）
午
後
１
時
か

ら
３
時

場
所
ア
ビ
ス
タ

テ
ー
マ
「
聞
き
上
手
に
な
る
に
は
」

～
高
齢
者
同
志
の
支
え
あ
い
～

※
手
話
通
訳
あ
り

金
、
い
え

講
師
鈴
木
絹
英
さ
ん
余
－
ル
フ

ア
ミ
リ
ー
ケ
ア
協
会
代
表
）

申
し
込
み
不
要
（
直
接
会
場
へ
）

費
用
無
料

圃
老
い
へ
の
対
応
を
探
る
実
行
委

員
会
・
福
田
蚕
７
１
８
２
１
２
７
７

２

胃
が
ん
検
診

珊
歳
以
上
の
方
が
対
象

老
い
へ
の
対
応
を
探
る

公
開
講
演
会

日
時
・
場
所
２
月
過
日
（
木
）
、
皿

日
（
金
）
い
ず
れ
も
午
後
１
時
釦
分

か
ら
３
時
釦
分
、
市
民
会
館

内
容
１
日
目
「
外
面
か
ら
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
」
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー

（
似
合
う
色
で
い
き
い
き
ワ
ク
ワ
ク

若
々
し
く
！
）
２
日
目
「
内
面
か

ら
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
」
フ
ェ
ー

ス
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
（
お
顔
の
体

操
で
若
さ
と
良
い
表
情
壁
謹
鍔
辿

講
師
１
日
目
．
：
三
浦
南
海
子
ざ
ん

２
日
目
…
斉
藤
ゆ
き
子
ざ
ん
（
い
ず

月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
市
・
県

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
右
上
に
大

き
く
「
①
」
を
明
記
し
、
２
月
５
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１

１
１
３
２
湖
北
台
１
の
理
の
妬
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
（
受
診
券
は
２
月
卯
日

こ
ろ
に
発
送
）

画
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
７
，

１
１
３
１

鈴
木
絹
英
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

出
版
者
勤
務
を
経
て
、
環
境
問
題

市
民
活
動
団
体
に
参
画
す
る
。
Ｎ
Ｐ

く
ら
ぷ

○
「
は
み
ん
ぐ
倶
楽
部
」
、
「
ホ
ー
ル

フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
協
会
」
を
設
立
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
・
ビ
ア
・
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
（
相
互
扶
助
活
動
）
の
養

成
講
座
を
全
国
的
に
開
催
す
る
と
同

時
に
、
シ
ニ
ア
・
ビ
ア
・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
講
座
修
了
生
に
よ
る
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
の
た
め
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
榊
築
中
。

さ
ら
に
、
充
実
し
た
高
齢
者
の
実

現
を
テ
ー
マ
に
、
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
に

つ
い
て
の
識
演
や
地
域
の
活
性
化
に

関
す
る
講
演
活
動
に
も
活
躍
中
。

ｐ
Ｐ
５
Ｐ
Ｂ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｂ
胸
假
や
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｅ
ゆ
Ｐ
ｇ
ｐ
Ｅ
沙
Ｂ
ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｐ
因
ｐ
Ｂ
Ｂ
ｚ
乏
征
Ｆ
ｒ
宏
北
弘
通
略
１
８
ａ
５
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
３
４
１
ｑ
２

き
ら
ら
講
座

参
加
者
募
集

れ
も
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
研
究
所

ス
タ
ジ
オ
Ｈ
○
ｗ
カ
ラ
ー
＆
イ
メ
ー

ジ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

対
象
市
内
在
住
の
妬
歳
以
上
の
方

で
、
２
日
間
す
べ
て
受
講
で
き
る
方
、

妬
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用
２
２
０
０
円
（
教
材
費
）

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
「
き
ら
ら
講

座
」
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
１
月
釦
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１
９
２
（
住

所
省
略
可
）
市
役
所
介
護
支
援
課
へ

圃
介
護
支
援
課
・
内
線
４
１
３

対
象
原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
、
県

内
に
住
所
を
有
し
、
受
診
を
希
望
す

る
方
（
受
診
希
望
者
が
多
数
の
場
合

は
、
昨
年
度
未
受
診
者
を
優
先
）

期
限
平
成
巧
年
３
月
、
日
（
月
）

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
「
健
康
診
断

希
望
」
、
受
診
す
る
方
の
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
被
爆
者
で

、 」
原
爆
被
爆
者
二
世

健
康
診
断

「
あ
び
こ
子
ど
も
劇
場
」
（
新
保

一
美
悪
子
理
事
長
）
が
、
去
る
ｎ
月

一
》
岨
年
嚥
輌
森
蕊
嬬
相
〉
諏
譲
釦

一
れ
ま
し
た
。

同
劇
場
は
、
子
ど
も
を
対
象
に

し
た
自
主
的
・
文
化
的
・
創
造
的

な
体
験
活
動
や
社
会
参
画
の
事
業

毎
行
う
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の

’

ひ
Ｐ
■
１
●
０
１
Ｆ
ｌ
Ｂ
■
■
■
■
口
■
■

‐
１
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
０
Ｄ
Ｉ
Ｆ
ｌ
ｈ
Ｌ
■
Ｉ
ｌ
Ｂ
Ｕ
ｌ
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
６
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
■
■
■
Ｂ
Ｆ
ｒ
ｆ
Ⅱ
‐
ｂ
ｒ
ｌ
ｐ
，
凸
■
Ｉ
Ｄ
Ｉ
０
．
０
Ｂ
ｂ
Ｅ
Ｂ
ｐ
，
ｒ
■
■
Ｌ
Ｌ
Ｄ
砂
．
画
ｌ
ｏ
ｌ
‐

卜
・
’
１
０
．
■
■
Ｂ
二
■

ｂ
Ｌ
６
６
■
ｂ
Ｆ
Ｂ

頑張っ‐てますNPO

あびこ子ども劇場

子どものよりよい

文化環境づくりを求めて

あ
る
親
の
氏
名
、
住
所
、
被
爆
者
手

帳
番
号
を
明
記
し
、
２
月
型
日
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
６
０
１
８
６

６
７
（
住
所
省
略
可
）
県
庁
社
会
福

祉
課
援
護
恩
給
班
へ

圃
県
庁
社
会
福
祉
課
援
謹
恩
給
班

壷
０
４
３
１
２
２
３
１
２
３
４
９

※
受
診
医
療
機
関
は
、
後
日
送
付
し

ま
す
。

※
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
一
部
自

己
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

よ
り
よ
い
文
化
環
境
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
舞
台
芸
術
鑑
蛍
、
ダ
ン
ス
や
演

劇
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
生
き
る
力
を
育
て
る
た

め
に
、
自
然
や
仲
間
の
中
で
お
も
い

っ
き
り
遊
ぶ
体
験
事
業
を
親
子
で
楽

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
制

度
が
、
４
月
か
ら
契
約
形
態
の
支
援

費
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

現
在
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
き

れ
て
い
る
方
で
、
４
月
以
降
も
継
続

し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
３
月
ま

で
に
支
援
費
制
度
に
よ
る
申
請
を
し

た
う
え
で
支
給
決
定
を
受
け
な
け
れ

ば
、
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。 書

罰
度
鬮
る
騨
喋
詮
誕
獺

申
請
は
お
済
み
で
す
か
ま
す
。’ 申

請
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
、

昨
年
９
月
に
申
請
書
を
お
届
け
し
、

月
か
ら
受
け
付
け
を
始
め
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
申
請
書
を
提
出
し
て
い
な

い
方
に
は
、
再
度
申
請
用
紙
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
早
急
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
提
出
後
、
福
祉
総
合
相

談
室
の
担
当
者
が
調
査
な
ど
を
行
い
、

支
給
決
定
を
し
て
受
給
者
証
を
発
行

し
ま
す
。
そ
の
受
給
者
証
を
事
業
者
．

し
み
ま
す
。
誉
ら
矧
賀
親
汐

の
た
め
の
子
育
て
支
援
事
業
と
し

て
、
市
内
５
カ
所
で
定
期
的
に
「
親

子
の
た
ま
り
場
」
を
開
催
す
る
な

ど
、
幼
児
か
ら
小
・
中
・
高
校
生

ま
で
年
齢
に
応
じ
た
ざ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

誇
蕊
蕊
蕊
一

か
せ
て
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
新
保

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

同
劇
場
で
は
、
２
月
１
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
市
民
プ
ラ
ザ
で

低
学
年
を
対
象
と
し
て
、
人
形
劇

団
プ
ー
ク
「
あ
や
と
じ
ろ
き
ち
お

お
か
み
」
を
開
催
し
ま
す
。

画
あ
び
こ
子
ど
も
劇
場
壷
７
１

８
８
１
９
０
７
８
Ｅ
メ
ー
ル
汀
騨
も

、
、
Ｈ
ロ
①
目
潭
す
の
門
の
』
。
Ｏ
貝
』
・
ぽ
Ｏ
罠
目
の

直
§
、
函
噛
８
噌
ｉ
に

な
お
、
障
害
者
施
設
に
入
所
ま
た

は
通
所
き
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

４
月
以
降
切
り
替
え
手
続
き
に
つ
い

て
担
当
者
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

申
請
期
限
２
月
詔
日
（
金
）

提
出
先
市
役
所
福
祉
総
合
相
談
室

（
郵
送
ま
た
は
各
支
所
、
行
政
連
絡

所
で
も
可
）

画
福
祉
総
合
相
談
室
障
害
担
当
・

内
線
３
８
１

！

文芸だより
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは、

毎月20日（必着)｡ハガキで1人1作に限ります。

応募先〒270－1192（住所省略可）市役所広報室

短歌 俳句

山本寛太選 竹 内 旦 選

か
た堅

き
土
割
り
て
す
く
す
く
立
ち
上
る
水
仙
の
若
葉
す

る
ど
き
ま
で
に
・
小
癖
直
江

よ

あ
ら
た
ま
に
佳
き
こ
と
あ
ら
め
古
き
も
の
捨
つ
る
が

も

い

思
ひ
に
初
風
呂
に
弘
る
東
海
林
群
和

ま
ご
こ

ほ

孫
子
ら
の
こ
ぞ
り
集
ひ
て
年
を
祝
ぐ
け
ざ
の
平
安
た

ま
ゆ
ら
な
る
な
川
上
進
也

勝
ち
名
乗
り
を
受
く
る
モ
ン
ゴ
ル
の
大
関
は
全
身
に

は
な

な
ほ
闘
志
を
放
つ
小
島
順
也

い
だ
な
お

ク
ラ
ス
会
思
ひ
出
抱
き
て
尚
生
き
む
そ
れ
ぞ
れ
違
ふ

人
生
な
れ
ど
も

青
木
正
子

足
腰
の
弱
く
な
り
た
る
故
郷
の
母
を
迎
へ
て
新
年
を

待
つ

下
田
文
子

け
は
は
う
藍

鑿
を
灘
ら
し
篇
か
墓
ぐ
り
篝
鱈
壽

る
北
の
牧
場
に

ら
ん
じ
ャ
，
か
吋
林
光
江

藍
青
の
空
を
背
員
ひ
て
そ
び
え
た
つ
甲
斐
駒
が
岳
の

岩
場
き
り
た
つ
津
村
阿
里

か
ぞ
ひ
と
こ
や

藥
日
の
鍔
塵
脇
篭
け
り

若
水
や
切
り
ｐ
白
き
算
竹

老
い
の
身
に
や
き
し
き
味
の
雑
煮
か
な

こ
も
ま

菰
巻
く
や
開
花
基
準
の
桜
の
木

積
雪
の
合
掌
屋
根
の
広
き
か
な

欠
航
の
港
に
冬
の
波
高
し

風
鱈
る
篭
を
曲
符
窪
堕

そ
の
声
の
だ
ん
だ
ん
尖
る
師
走
妻

。
一
言
つ

十
一
月
頃
か

庭
で
真
っ
赤
な

ヨ
ウ
が
目
に
つ

た
。
我
孫
子
で

生
は
見
ら
れ
ま

の
あ
る
葉
や
赤

貧
す
る
た
め
植

花
は
夏
咲
き

お

な
く
、
雄
し
べ

雄
し
べ
一
本
が
雌
し
べ
の
子

『

I

ら
、
公
園
や
人
家
の

実
を
つ
け
た
セ
ン
リ

く
よ
う
に
な
り
ま
し

は
セ
ン
リ
ョ
ウ
の
自つ

や

せ
ん
が
、
常
緑
で
艶

く
て
美
し
い
実
を
鑑

栽
き
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
が
が
花
び
ら
睦

センリョウ
平
塚
利
雄

壁
谷
千
鶴
子

川
上
進
也

渋
谷
多
佳
子

中
野
武

下
田
繁
樹

青
山
陽
子

今
井
岩
夫

(せんりょう科）

も
と
づ
く
も
の
で
す
。

と
こ
か
ざ
り

セ
ン
リ
ョ
ウ
は
正
月
の
床
飾
や
切

冬
の
季
節
に
つ
け
る
赤
い
実
が
、
千

部
ひ
ゆ

両
の
値
打
ち
を
持
つ
と
い
う
比
職
に

Ｊ

ぼ
う房

の
外
側
に
付
着
し
て
い
ま
す
。

や
が
て
で
き
る
実
を
見
る
椌
涯
舞

い
点
が
一
ろ
あ
り
ま
す
。
実
の
頂
の

ち
ゅ
う
と
う
な
ご
り

黒
点
は
雌
し
べ
の
柱
頭
の
名
残
で
、

実
の
横
に
あ
る
小
さ
な
黒
点
が
雄
し

べ
の
跡
で
す
。
実
の
果
肉
に
は
種
子

の
発
芽
を
癖
労
る
物
質
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
野
鳥
が
食
べ
る
な

ど
し
て
、
果
肉
が
除
か
れ
る
と
よ
く

発
芽
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一

こ
の
よ
う
な
性
質
は
ナ
ン
テ
ン
や
一

シ
ュ
ロ
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

セ
ン
リ
ョ
ウ
と
い
う
名
は
、
寒
い
一

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

有
料
で
＊
学
習
机
…
河
崎
壷
７

１
８
８
１
６
２
６
７
＊
ガ
ス
フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
（
ホ
ー
哀
付
き
）

：
・
萩
原
電
７
１
８
４
１
４
３
８
８

無
料
で
＊
６
段
整
理
ダ
ン
ス
…

中
尾
登
７
１
８
８
１
９
８
５
０

＊
レ
コ
ー
ド
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
童

謡
“
～
加
枚
）
…
山
口
蚕
７
１
８

３
１
１
９
７
８
＊
麓
気
保
温
ジ

ャ
ー
（
釜
直
径
釦
塑
：
石
井
壷

７
１
８
４
１
７
９
６
８

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

有
料
で
＊
製
図
版
（
武
藤
工
業

ド
ラ
フ
タ
ー
）
、
平
行
定
規
（
マ

ッ
ク
ス
製
）
・
・
・
五
十
嵐
壷
７
１
８

３
１
７
１
７
７

無
料
で
＊
野
球
ス
パ
イ
ク
（
詔
．

５
鯉
：
．
嵩
橋
壷
７
１
８
２
１
５

９
９
７

申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

画
ふ
れ
あ
い
工
房
垂
７
１
８
６

１
５
５
０
０

不
用
品
債
報

回

人回と世憲数（1月1日現在）や人口129,530人外国人855人／熟世帯数48,697世帯厩鎚この広報誌は100％再生紙・大豆インクを使用しています。


